
１．人材像について

●産業界との協議会
●他の教育機関との連携
●地域との連携 など
活躍の場、実践の場、滋賀

滋賀の高専の建学の理念に向けて（案）
①確かなモノづくりの基礎技術の習得と先端技術への挑戦を織り交ぜたイノベーション人材の創出
②近江の心に基づく地域経済と地球環境への貢献
③多様な人（女性、障害者、学びなおし等）の多様な挑戦

【育てる力】（育成する学生像）
・「価値創造の力」 ← 近江の心、多様性・多文化への理解
・「専門の力」 ← モノづくりの礎、先進技術の習得意欲、学び続ける姿勢
・「実践の力」 ← トライ＆エラーを恐れない、課題発見・解決力

「中間まとめ２０２０」に掲げた検討の方向性（Society5.0の先の技術、ＣＯ２ネットゼロを支える技術、
学生ベンチャーの創出、多様性豊かな環境での学び）を踏まえ、以下の観点で再整理

●サイバー空間の深化
●あらゆるもののネットワーク化

●社会の分散化／複線型人生
●地球環境への意識の高まり など

世界・日本の潮流

●実践的かつ先進的な技術の習得
●早期からの専門分野への打ち込み
●多様な学びの選択肢 など
活躍できる技術者への道が必要

入学者
の願い

●技術の更新・拡張を支える教育
●挑戦を技術で後押しする学校
●優れた技術人材の採用 など
イノベーション人材の育成が必要

産業界
の期待

●確かなモノづくりの基盤
●近江の心

●環境への高い意識
●先取の気性 など

生かすべき
滋賀の強み

産業構造、地域社会も大きく変化
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１．人材像について

滋賀の高専のイメージ（試案）「すべての人と地球を支え続ける技術を磨く学校」
●数学および工学の基礎知識を修め、
●実社会に応用できる技術を身につけるとともに、
●それらを磨き続ける姿勢を保つ学生
幅広いリテラシー＊複数の応用基礎＊深い専門性

専門の力

●多様な文化への関心につながる幅広い教養と
コミュニケーションへの意欲を持ち、

●自らの考えを表現かつカタチにするとともに、
●実際に手を動かし、人々の共感と協力を得る力を持つ学生

関心＊表現＊実践＊チームビルディング
実践の力

●人と自然に寄り添うことで、
●社会課題や新たな価値を見出すことに優れ、
●技術を通じて人々の幸せを支えることに挑む学生

すべての生きる人を支える技術に挑む人材

価値創造
の力

数学＊データ＊工学
基礎＊応用＊更新
プロ意識の醸成
リカレント

ダイバーシティ
リベラルアーツ、語学

演習・実践
地域への技術実装

柔らかなデジタル社会
気候変動への対応
パーソナライズ
起業家

「中間まとめ２０２０」の課題設定
○ 「高等専門人材」は、「価値創造力」と「専門性」、そして「実践力」を兼ね備えた人材として、次代の滋賀
とその産業を支えるために必要な人材であり、その育成には、これまで本県になかった「高等専門学校」
が最も適していると考えられる。

○ 高専の強みを生かすとともに、入学者確保、地元定着、財源などの課題解決に向けた工夫をしつつ、既存
の県内教育機関の機能も踏まえながら、新たな学びの選択肢としての高専の役割を検討する。

近江の心（多くの先人の教え） 2



学校と地域とのつながり
（地域へのサービス、地域からの協力）試案

地域へのサービス
学びの機会の提供
● 15歳からの専門教育
● リカレント教育（社会人向け講座）

相談・研究の提供
● 地域課題の技術による解決

人材の育成
● 地元企業・事業所への就職
● 起業家の育成、後進の育成（素敵な先輩）

地域の基礎体力向上

地域からの協力
課題の提供
● 地域課題、企業の研究テーマ、その意義

実践の場・環境の提供
● インターンシップの機会の提供
● 実践をさせてもらえるフィールド、機会、協力者
● トライ＆エラーを許容してくれる環境、メンター

データの提供
● 地域独自のデータ創出、その利活用

地域からの価値創造

高専 地域

県民の幸せ向上＊未来の構想

大学 企業

行政 県民

様々なステークホルダーとともに
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２．今年度の懇話会での検討の流れ
○ 今年度のゴールは、「構想骨子」の策定
○ 有識者懇話会（概ね４回開催)で、仮説構築から学校の基本スペックに至るまで御意見を伺い、
庁内検討会での議論を踏まえながら、令和４年３月には「構想骨子」を策定する。

第３回懇話会
（９月頃）

学校規模の描出検証・学科構成

第２回懇話会
（８月頃）

総論・方向性

●世界・日本の潮流
技術動向等

●2040年頃の
未来社会予測

●滋賀の強み・弱み

●令和の時代の
滋賀初の高専として
目指すべき姿
育成すべき人材

幅広な仮説構築

第１回懇話会
（６月24日）

第４回懇話会
（10月頃）

事業ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

高専構想
●校長の選定・教員の確保
●詳細なカリキュラム・シラバス
●その他具体的事項

●設置場所の決定
●設置主体組織
●設置・運営費の精査

その後の検討項目

構想骨子

構想骨子策定
（翌３月）

懇話会メンバー選定

新たな
高等専門学校
の具体的な姿

産業界のニーズ

地域課題

コンサル支援

外部有識者

学びのニーズ 理系の魅力発信

技術人材輩出

共同研究

起業家創出

グローバル対応力

S
o
cie
ty
5
.0
の
先
の
社
会
へ

事例やデータで
構想作成を支援

あるべき学校の姿
を懇話会で検討

令和３年度の検討 学校設置による可能性のイメージ
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「令和の時代の滋賀の高専」設置に向けた
懇話会（第１回）

日本経済新聞社 編集局
編集・解説ユニット

編集委員 田中 陽



2022高専60周年 高専の60年は「日本のテクロジー社会が歩んできた60年」

昭 和 平 成 令和
1960 1970 1980 1990 2000 2010

高度成長

鉄鋼・自動車産業
公害問題
オイルショック

メカトロニクス

半導体
情報産業マイコン

平成不況
Windows95石油化学産業

円高

地方創生

バブル経済 ネット社会
グローバル化

ICT社会

SDGs

地球温暖化
AI自然災害

★
高専誕生
1962

★
高専10周年
1972

★
高専20周年
1982

Japan as NO.1

★
高専30周年
1992

★
高専40周年
2002

★
高専50周年
2012

★
高専60周年
2022

Society5.0
カーボン
ニュートラル

 日本の高度経済成長を担うべく、産業界からの強い要望に基づいて
実践的で高度な専門知識を持つ技術者を育成する

 高い課題設定・問題解決能力を養うことにより、複合領域にも対応
できる創造的技術者を育成

 ５年間の一貫教育で実験・実習・演習を重視する実践教育を推進
 地域における産業人材の育成、地域産業の振興に寄与

 技術の中核を担い、技術立国の声価を高める
 中堅技術者の育成、製造業の発展を支える

 新しい風を呼び起こし、世界に類のない新しい学校群

日本のテクノロジー社会を支えてきた高専
60周年の検証と
次の40年に向けた展望を発信



なぜ、日経は高専を取り上げないのか。
2016年の今ごろ



2017/04/26 日経産業新聞 1ページ



2017/05/25
日経産業新聞
1ページ

2018/07/03 日経産業新聞 1ページ

2018/07/03 日経産業新聞
1ページ



2018/08/02 日経産業新聞
1ページ 2019/07/10 日経産業新聞

1ページ



2018/11/19 日経産業新聞
1ページ 2019/11/15 日経産業新聞

1ページ



2020/12/07 日本経済新聞 朝刊 5ページ 2019/01/31 日本経済新聞 朝刊 6ページ
2018年11月15日 日経電子版



2017/12/26 日本経済新聞 朝刊 30、31ページ



新しい高専に期待したいこと

☆「高専」と名前をつけるならば、全国の高専生、高専
出身者との「高専あるある感」を持ってもらえるように
しなければならない。でないと、Ｎ高的になってしまう。
☆1962年に高専が設立された当時の産業界の期待（実践
的技術者の育成）にとどまってはいけない。デジタル社
会の中核的な人財を育成すべきだ。でないと大手メー
カーの都合のいい人財として使われてしまう。
☆社会問題解決のための起業家精神を育成すべきで、そ
のためには哲学、倫理、歴史などにも授業の時間を割く
べきだ。
でないと、混沌とした社会でリーダーになれない。



プロフィール
• 田中 陽（たなか よう yo.tanaka@nex.nikkei.co.jp）
• 1985年 慶応大卒 日本経済新聞社入社。データバンク局に配属
• 1990年 日本経済新聞社編集局流通経済部に異動。
• 2002年 日本経済新聞社編集局編集委員
• 2006年 日経ビジネス 編集委員
• 2009年 日本経済新聞編集局編集委員
• テレビ東京「未来世紀ジパング」、ナビゲーター、ＢＳテレビ東京
「日経プラス１０」コメンテーターなどを務めた

• 東京外国語大学元非常勤講師、現在は東京工業大学と関西学院大学の
非常勤講師

• 新価格革命（共著、1995）
• 新しい会社（共著、1999）
• いやでもわかる日本経済（共著、2003）
• いやでもわかる日本の経営（共著、2004）
• ダイエー落城（共著、2004）
• 百貨店サバイバル（2007）
• セブンイレブン 終わりなき革新(2012、中国語版
2013）

• 「マーケティングと共に」（2014年、共訳） 11

ご清聴ありがとうございました

• 本日、この場でお話しした内容は、すべて私、田中陽の意見であり、所属する
会社の意見ではないことをご了承ください。yo.tanaka@nex.nikkei.co.jp

mailto:yo.tanaka@nex.nikkei.co.jp
mailto:yo.tanaka@nex.nikkei.co.jp


「宇宙開発の将来動向と人材について」

2021年6月24日

宇宙航空研究開発機構
人事部長

岩本裕之

「令和の時代の滋賀の高専」設置に向けた懇話会」（第１回）



多面的な宇宙開発利用に応えるJAXA

1



2

日常生活の一部となった宇宙活動
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小麦生育状況・収穫適期把握

米の食味（タンパク含量）

自動運転

茶園管理システム：民間取組み

出典：北海道立中央農業試験場

•水稲のタンパク含量
（低い程良米）を品
質を把握（光学：近
赤外）。

•施肥により品質向上
と均一化を図る。

出典：北海道農業のためのリモー
トセンシング実利用マニュアル
（改訂版）

•衛星データによる品質把握(優良茶選定)→ブランド化

出典：農林水産省ホームページ

•生育状況を把握
（光学、SAR、地
上データ）するこ
とで成長の度合い
や品質を把握。

精密農業での利用
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JAXAの成果活用を商品/サービスに、JAXA宇宙航空ブランド「JAXA COSMODE」

JAXA SPINOFF / COSMODE
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新型基幹ロケット

H3ロケット

打ち上げ
予定

2021
年度

・ニーズに応じて機体形状を変更
・信頼性の向上
・打ち上げコストを下げる
・三菱重工業株式会社との共同開発
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国際宇宙ステーション

今年秋宇宙飛行士
募集予定！
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http://iss.jaxa.jp/library/photo/p_022-05796.php
http://spaceflight.nasa.gov/gallery/images/behindthescenes/training/html/jsc2004e44230.html


MINERVA-II1からの画像

小惑星リュウグウ

小惑星探査機
「はやぶさ2」
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JAXAの目標とする国際宇宙探査の姿JAXAが目指す国際宇宙探査
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探る
• 昆虫型ロボによる広域探査
• 小型高パワーのモータ
• 僅かな水を検知するセンサ

建てる
• 遠隔操作による無人建設
• 軽くて大きな建設機械

住む
• 再生可能な燃料電池
• 燃料保存断熱タンク
• 植物生産
• 放射線防御
• 健康管理技術

作る
• 水を使わないコンクリート
• 砂からの資源抽出（水や鉱物）

異分野からの参画が必要となる新たな探査技術
日本が得意とする技術を発展
将来の宇宙探査に応用
地上の産業競争力も向上

9



※2040-2050年頃の未来を想定

出展：内閣府宇宙利用の現在と未来に関する懇談会報告書
https://www8.cao.go.jp/space/use_mtg/dai5/siryou2_2.pdf 10



新たな宇宙ビジネス・プレーヤー

ロケット・衛星製造、衛星データ利用、宇宙旅行など、宇宙ベン
チャー企業の参入も徐々に活発に。
小型衛星製造・データ利用

AXELSPACE

デブリ除去

ASTROSCALE

資源探査

ispace

宇宙旅行

PDエアロスペース

小型衛星用ロケット打ち上げ

インターステラ・テクノロジス

人工流れ星

ALE

© AXELSPACE

© ASTRO SCALE © PDエアロスペース

© IST© ispace

© ALE
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http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjwkbHG7b_MAhWBF5QKHUx0CFwQjRwIBw&url=http://chuplus.jp/paper/article/detail.php?index_flg%3D1%26comment_id%3D344896%26comment_sub_id%3D0%26category_id%3D135&bvm=bv.121099550,d.dGo&psig=AFQjCNEBBfgPhlxHWqVUvnl1C6BIvdLV5Q&ust=1462431742251086


共創型研究開発プログラム・J-SPARCにおけるプロジェクト・活動（2018～）
250件以上の問い合わせ、宇宙ベンチャー・宇宙以外の大企業などと30前後の共創活動を推進。ロケットや衛星のみならず、
衛星データやJAXA知見を活用した共創活動や衣食住分野における宇宙と地上でのビジネス、市場創出も狙う活動も。
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専門能力を基盤に、
宇宙航空を通じて社会に対して
新たな価値を提案・創造する意欲と
能力を備え、挑戦し続ける人材

JAXA が目指す人材像
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大分類 小分類 細目 細目 大分類 小分類 細目 細目

要素技術 電気/電子 1 アビオニクス 共通 システムズエンジニアリング(SE)/プロジェクトマネジメント(PM) 68 システム設計

2 部品 69 システムインテグレーション

3 太陽電池 70 システムズエンジニアリング

4 電源 71 プロジェクトマネジメント

5 パワーエレクトロニクス 安全/信頼性/品質管理 72 安全

通信/測位/データ処理 6 通信 73 信頼性

7 測位 74 品質管理

8 データ処理 75 ソフトウェアIV&V
軌道/航法/誘導/制御/飛行解析 9 軌道 76 射場安全

10 航法 77 飛行安全

11 誘導 78 保安工学

12 制御 情報システム 79 情報システム

13 飛行解析 80 ネットワーク

ロボティクス 14 ロボティクス 周波数管理 81 無線通信

ソフトウェア/計算工学/数理科学/数値シミュレーション 15 ソフトウェアエンジニアリング 82 国際交渉

16 計算工学 83 電波法

17 数理科学 AI&T(Assembly Integration & Test) 84 熱試験

18 数値シミュレーション 85 構造試験

19 人工知能/機械学習 86 電波試験

20 データサイエンス 87 EMC試験

21 モデルベースミッション保証 88 磁気試験

機械/機構/構造 22 機械/機構/構造 設備整備/維持/運用技術 89 輸送系

熱設計/熱制御 23 熱設計/熱制御 90 衛星追跡運用系

推進システム（輸送系） 24 液体 91 観測データ処理系

25 固体 92 有人系

26 電気推進 93 機械加工

推進システム（衛星系） 27 化学推進 施設技術 94 土木

28 電気推進 95 建築

推進システム（航空系） 29 燃焼・燃焼器 96 建築設備(電気)
30 ジェットエンジン・ターボ要素 97 建築設備(機械)

機体システム(航空系) 31 機体システム(固定翼) 事業化戦略/社会実装戦略/ビジネスプランニング/投資判断 98 事業化戦略/社会実装戦略/ビジネスプランニング/投資判断

32 機体システム(回転翼) 戦略・組織運営 99 事業戦略、事業管理

33 機体システム(電動航空機) 100 人事・労務

34 機体システム(無人機) 101 総務

流体/空力 35 空気力学・流体制御 102 事業所運営

36 超音速・ソニックブーム ネットワーク 103 外部連携

37 空力音響 104 広報、IR、CSR
38 空力試験・風洞運用 105 教育

39 実験流体力学(EFD)/数値流体力学(CFD)融合/V&V 組織統治/ガバナンス 106 評価、監査

材料/物性/化学 40 材料/物性/化学 107 調達・契約

宇宙環境 41 宇宙環境 108 財務・会計

42 放射線防護 109 法務、コンプライアンス、知的財産

観測センサ関連技術 43 光学系 110 環境経営

44 SAR 111 情報セキュリティ、秘密保全

45 信号処理 その他 その他 112 その他

航空センサ関連技術 46 航空センサ関連技術

観測データ処理/利用促進 47 データ処理(電波)
48 データ処理(水/大気循環)
49 データ処理(大気)
50 データ処理(海洋)
51 データ処理(陸域)
52 データ処理(雪氷)
53 利用促進

人間工学 54 人間工学

生物/医学/ライフサイエンス/農学/環境制御/生命維持 55 生物、医学

56 ライフサイエンス

57 農学

58 環境制御

59 生命維持

宇宙科学 60 宇宙科学

惑星表面探査 61 ﾃﾗﾒｶﾆｸｽ

62 ISRU(In-Situ Resource Utilization)
飛行試験/航空機運用 63 飛行試験/航空機運用

航空安全・航空利用 64 航空交通管理

65 防災/減災

66 気象

67 航空装備品 14
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Thank you very much!

https://www.jaxa.jp/
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滋賀県高専懇話会第一回
ビッグデータ社会で活躍するための人材要件

～Tellusを題材にして～

さくらインターネット株式会社

2021年6月24日





•

•

•

•



•

•

•

•

•

•

未来投資戦略2017（内閣官房）
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/pdf/miraitousi2017_sisaku.pdf
宇宙産業ビジョン2030(内閣府)
https://www8.cao.go.jp/space/vision/vision.html
宇宙基本計画（内閣府）
https://www8.cao.go.jp/space/plan/kaitei_fy02/fy02.pdf

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/05
/21/1416331_001.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/other/index_0001111.htm
https://www.edt-hojo.jp/

https://www8.cao.go.jp/space/plan/kaitei_fy02/fy02.pdf
https://www8.cao.go.jp/space/plan/kaitei_fy02/fy02.pdf
https://www8.cao.go.jp/space/plan/kaitei_fy02/fy02.pdf
https://www8.cao.go.jp/space/plan/kaitei_fy02/fy02.pdf
https://www8.cao.go.jp/space/plan/kaitei_fy02/fy02.pdf
https://www8.cao.go.jp/space/plan/kaitei_fy02/fy02.pdf
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/05/21/1416331_001.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/other/index_0001111.htm




オウンドメディア データコンテスト

SORABATAKE
Tellus Satellite 

Challenge 

コンピューティング

プロセッシング データ/API ネットワーク

マーケット

データ/API アルゴリズム アプリケーション

ラーニング

Tellus Academy

インターフェース

Tellus Operation 
Systems

統合開発環境

学習からビジネスまで一気通貫で提供するプラットフォーム

7

Tellusの6つの要素



•

•

•

DigitalGlobe, Inc.,NTT DATA Corporation



•

•

•

https://sorabatake.jp/15508/



•

•

•



ハンズオントレーニング アイディア創出ワークショップ ラーニング教材

内容
Tellusの解析環境を利用して、衛星データ
の利用や機械学習を学ぶもの。

Tellusメンバーとともに、衛星データを利用し
た新規ビジネスを創出するワークを実施する
もの

左記、内容をまとめたもの、宙畑や独自に
開発した教材を提供するもの。

顧客像 研究機関・大学・高専・高校・小中学校 新規ビジネス検討中の方 研究機関・大学・高専・高校・小中学校

ステータス 展開中 展開準備中
無償版は公開中。有料版は出版物として
展開準備中

Tellus Academy

平成29年「新学習指導要領」が制定され、小中高などにおけるプログラミング教育が目標として掲げられた。
Tellusでは、宇宙×ITのモットーの下、衛星データを利用して、機械学習やプログラミングを学ぶ機会からビジネス
のインキュベーションまで「Tellus Academy」という形で提供中





竹村彰通 日本のデータサイエンス教育をリードする滋賀大学の挑戦 統計



•

•

•

•
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